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東日本大震災被害施設に対する介護職員等の派遣（９月～３月期）等

について
　東日本大震災被害施設への支援につきましては、多くの老人福祉施設より職員派遣の御協力をいただき、深謝申し上げます。

これまで、宮城県内の３つの老人福祉施設に、延べ３２施設から５４名の介護職員等を派遣して参りましたが、今般、宮城県老施協と意見交換を行ったところ、今後も継続支援が必要な施設もあり、また、新たな施設で支援ニーズが出てきていると報告を受けました。

現在、宮城県内には本会以外にも名古屋市老施協・愛知県老施協、鹿児島県経営協等からの職員派遣も行われており、継続的な支援が可能となっていますが、宮城県老施協より別紙写のとおり要請がございましたので、引き続き、道内老人福祉施設の御協力のもと、被災施設の復興支援にあたるものとし、介護職員等の派遣を行って参りたいと思います。
つきましては、９月から３月までの期間において、介護職員等の派遣に御協力いただける老人福祉施設におきましては、別紙「災害派遣チーム派遣登録表」により、９月２７日（火）までに下記事務局へＦＡＸにてご連絡をいただければと存じます。
なお、今般の御依頼は、派遣可能な施設と人数、および派遣可能時期をリスト化することが目的であり、報告いただいた時期に必ず派遣されるというものではないことをお含みおきください。
この他、今般の宮城県老施協との意見交換では、人材派遣ニーズのほか、電動ベッドや車両などが津波による被害を受けたため、備品や資産等のニーズも発生しているとの報告を受けました。各施設において寄贈等をご検討される場合は、本会事務局へお知らせ願います。（各種名義変更等の手続き、搬送代等の経費は施設において御負担願います。）
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